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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、大学生の環境配慮行動を促す要因を明らかにするとともに、知識・意識・
行動をつなぐ仕組み（ゲーミング）を構築することである。日本と韓国の大学生を対象とした調査分析の結果、日本の
学生の環境配慮行動を促す要因は、積極的環境配慮意識、消費者教育、地域住民と関わりであり、韓国の学生は親の環
境配慮行動の影響が最大要因であった。調査結果を踏まえ３種類のゲームを設計し、ゲームプレイ前後に学生の生活知
識・環境配慮意識・環境配慮行動の変化を分析した。その結果、ゲームプレイ後の３項目がいずれもプラスへ変化し、
新たな環境教育の枠組み構築にゲーミング手法が有効であることが確認された。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study are to examine the factors influencing environmentally 
conscious behavior of university students in Korea and Japan, and to design the games for sustainable life
styles. In Japan, the factors facilitating environmental behavior of university students are their positiv
e environmental consciousness, consumer education and regional relationships. On the other hand, the only 
factor facilitating environmental behavior of Korean university students is their parents' environmental b
ehavior. We designed three kinds of games (discussion, card and board) based our examination for environme
ntally conscious behavior of university students. The changes of environmental conscious behavior and know
ledge of university students were confirmed after playing our games, so the gaming was effective for susta
inable lifestyles and environmental education.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまでに、家庭生活に由来

する環境問題―生活排水による水質汚染―
を取り上げ、市民の環境意識と環境配慮行動
との関係について分析を行ってきた。その結
果、多くの市民が生活排水による河川の水質
悪化を認識している一方で、そのことが環境
配慮行動に結びついていないことを明らか
にしてきた。このような研究成果を踏まえ、
市民の環境意識と環境配慮行動を結びつけ
るには、環境教育を推進することが必要であ
り、同時に、将来世代への環境教育の重要性
を認識した。こうした状況の中で、1990 年
代以降、子どもたちへの環境教育は学校教育
においても重要性を増し、総合的な学習の時
間が 2002 年に導入されてからは、環境学習
教材の開発が盛んに行われるようになった。 

2005 年に内閣府が行った調査によれば、
全ての年代をとおして、日常生活における環
境配慮行動の実施率が低いのは 20 代である
と報告されている。また、大学生の環境配慮
行動は、一般市民に比較して低いことが確認
されている。現在の日本の大学生は、小・中・
高と環境学習を十分に受けており、環境意識
は高いはずであるが、なぜ、環境配慮行動に
結びつかないのであろうか。この疑問は代表
者が環境教育研究を開始した 20 年前にも感
じたことである。代表者が問題点として指摘
できるのは、これまでの環境教育は自然環境
の理解に重点をおいた理科教育にシフトし
ていることである。意識と行動が結びつかな
い日本の若者の現状は、環境教育のあり方に
ついて再考を迫っているといえるのではな
いか。以上のことから、代表者は環境教育の
枠組みを見直し「生活者の視点」に立ち研究
を進める必要があるという考えに至った。 
 
２．研究の目的 
小・中・高をとおしておこなわれてきた環

境教育は、大学生の環境配慮行動を促す役割
を果たしていなかったことから、これまでの
環境教育のあり方を見直す必要性が明らか
となった。見直す際の視点は次の２点である。
すなわち、日本の環境教育は自然環境教育、
理科教育に偏っており、生活者・消費者の環
境配慮行動を視野に入れたバランスのとれ
た環境教育の構築が必要であること、サステ
ィナブルな＜自然環境―生活環境―社会環
境＞の関係を意識した環境教育を展開する
上で、嘉田らが提案する生活環境主義の立場
から環境との関わりを探求すること、である。
上記の視点を踏まえ、以下の２つを研究の目
的とする。 
(1) 大学生の環境配慮意識・行動について、 

質問紙調査やヒアリング調査を実施し，
環境教育や消費者教育がどのように影
響しているかを分析する。 

(2) 生活者の意識と環境配慮行動をつなぐ
仕組み（ゲーミング）を構築する。 

 
３．研究の方法 
(1) 大学生の環境配慮意識・行動の分析 

①日本における環境配慮意識・行動の実態
調査 

   大学生の環境配慮行動について、親の
環境配慮行動の影響、学生の環境配慮意
識、消費者教育の有無、近所づきあい、
家族形態に着目した質問紙調査を実施
し、環境配慮行動を促す要因を分析する。 

②韓国との比較 
   日本の環境教育の特徴を明確にする

ために、日本と同時期に環境教育を導入
した韓国を対象とし、意識や行動を日本
の大学生と比較する。 

 
(2) 生活者の意識と環境配慮行動をつなぐ

仕組み（ゲーミング）の構築 
 ①ゲーミング設計 

 大学生の環境配慮行動を調査した分
析結果に基づき、生活者の意識と環境配
慮行動をつなぐゲーミングを設計する。
具体的には、「環境に配慮した生活やビ
ジネスを通して持続可能な社会を構築」
することを想定したボードゲーム、カー
ドゲーム、ディスカッションゲームの３
種類を設計した。ボードゲームは「ごみ
減量や省エネに視点をおいたゲーム」、
カードゲームは「環境ビジネスに視点を
おいたゲーム」、ディスカッションゲー
ムは「環境に配慮した生活の実現をテー
マに話し合うゲーム」である。ボードゲ
ームでは、環境に配慮した生活をゴール
としていかに早くゴールに達するかを
競い、カードゲームでは環境ビジネスに
よって獲得した金額を競うゲームであ
る。ディスカッションゲームでは、環境
に配慮した生活の実現に向けたアイデ
ィアを競うゲームである。 

 ②ゲーミングの実施と評価 
   ゲーム実施の前後で、生活関連知識と

環境問題に関連した意識・行動を問う質
問紙調査を行い、プレイする学生（学部
１年生 88 名）の意識変化を分析する。
ゲームに参加する学生をボードゲーム
30 名、カードゲーム 29 名、ディスカッ
ションゲーム 29 名とし、性別などにゲ
ーム間で差がないように割り当てた。 

 
４．研究成果 
(1) 大学生の環境配慮意識・行動の特徴 
   大学生とその親を対象とした「親子ペ

ア調査」を日本（茨城大学、2012 年 2月
～5 月、73 件回収）、および韓国（朝鮮
大学、2012 年 10 月、52 件回収）で実施



した。調査票は、属性、地域との関わり、
生活関連知識、教育、環境配慮意識、環
境配慮行動に関する質問から構成され
ている。 

   家族形態は現時点で同居している家
族構成とし、学生は＜学生のみ、親と同
居、親・祖父母と同居＞、親は＜親のみ、
学生と同居、学生・学生の祖父母と同居
＞とした。 

   地域との関わりでは、現在暮らしてい
る場所での居住年数や近所づきあい等
を調査し、親の場合には町内会の役員・
委員の経験の有無についても調査した。 

   生活に関連した知識では、電気水道料
金や食品価格など、暮らしに直結した質
問項目を設定した。また、教育の分野に
おいて生活関連の様々な情報や日用品
に関する商品情報の提供は、主として消
費者教育で行われていることから、受講
経験の有無を質問した。 

   環境配慮意識に関する質問では、日常
生活を営む上で環境への配慮に対する
考えかたを、＜積極的・肯定的意識＞、
＜消極的・懐疑的意識＞、＜無関心・否
定的意識＞の３つに分けて、それぞれに
対応する質問項目を設定した。 

   環境配慮行動では、日常生活に関わる
9つの質問項目を設定した。 

①日本での調査結果 
   有効回答数 73 件のうち、学生は男子

27.4％、女子 72.6％であり、18～19 歳
までと 20～25 歳までの人数はおおよそ
同数であった。家族形態をみると 39.7％
の学生が一人暮らし、35.6％が親と同居、
親・祖父母と同居しているものは 24.7％
であった。現在地での居住年数は 1年未
満のものが約 2割存在するが、このほと
んどが一人暮らしである。親と同居、ま
たは親・祖父母と同居しているケースで
は、大部分が現在地で 10 年以上居住し
ている。近所づきあいをみると、「ほと
んどない」26％、「挨拶をする程度」
58.9％、「立ち話をする程度」9.6%、「困
った時には助け合う」5.5%となっており、
地域との関わりはそれほど深くない。 

   親の場合、父親 26.1％、母親 73.9％
であり、40代が 54.8％、50 代が 41.0％
であった。家族形態では、学生と同居し
ているのは約 6割、学生・学生の祖父母
と同居している割合は約 3 割であった。
現在地での居住年数は 10～20 年未満が
最も多く（43.8％）、20 年以上（37％）
を合わせると、全体の 8 割が 10 年以上
を現在地で過ごしている。近所づきあい
では 2割が「困った時には助け合う」と
回答していること、約 7割が「町内会役
員の経験がある」ことから、親は、地域

と深く関わった暮らし方をしているこ
とがうかがえる。 

   消費者教育を受けた学生の割合
（50.7％）は親（24.7％）よりも 2倍程
度高く、主として中学校（技術・家庭科）
の授業を通して学習していることがわ
かった。 

次に、生活関連知識、環境配慮意識、
環境配慮行動に関する回答を点数化し、
学生と親を比較してみる。生活関連知識
では、４つの選択肢について、「全く知
らない」1点、「よく知らない」2点、「少
し知っている」3点、「よく知っている」
4点とした。環境配慮意識では、「全くそ
う思わない」1 点、「あまり思わない」2
点、「やや思う」3点、「非常にそう思う」
4点とした。環境配慮行動では、「ほとん
どしていない」1点、「あまりしていない」
2 点、「ときどきしている」3 点、「いつ
もしている」4点とした。 

   学生と親の平均得点を比較した結果、
表１に示すように、生活関連知識、無関
心・否定的環境配慮意識、環境配慮行動、
において両者に差があることが認めら
れた（ｐ＜0.001）。一方、積極的・肯定
的環境配慮意識、消極的・懐疑的環境配
慮意識では差は見られなかった。 

 
②韓国での調査結果 
  有効回答数 52 件のうち、学生は男子と 

女子は同数、全員が 20 歳以上で、20～22 
歳までが 6割、23～26 歳までが 4割であっ 
た。家族形態をみるとほとんど全員が親と 
同居しており、韓国では大学生が親と同居 
して暮らすのが一般的であることを反映 
した結果と思われる。7割の学生が現在地 
で 5年以上暮らしており、近所づきあいの 
程度は、「ほとんどない」34.5％、「挨拶を 
する程度」51.9％、「立ち話をする程度」 
11.5％、「困った時には助け合う」1.9％と 
なっており、地域との関わりはそれほど深 
くない。 

  親の場合、回答者の属性（父親、母親） 
の割合や年代は、日本とほぼ同様である。 
居住年数 5年以上が 7割、近所づきあいで 
は、「ほとんどない」11.5％、「挨拶する程 
度」40.4％、「立ち話をする程度」42.3％、

表１ 学生と親の比較（日本） 

学生 親
知識 2.39 2.98 ***

積極的意識 3.35 3.48 ―
消極的意識 2.38 2.41 ―

無関心 2.18 1.94 ***
行動 2.83 3.32 ***

注）***　p<0.001, Ｔ検定による

平均得点
有意差注)

 

 



「困った時助け合う」5.8％であり、親
は、地域とつながりのある暮らしを営ん
でいるといえるだろう。 

  表２は、生活関連知識、環境配慮意識、
環境配慮行動を点数化し、学生と親を比
較した結果である。生活関連知識、積極
的・肯定的環境配慮意識、環境配慮行動、
において両者に差が認められた（ｐ＜
0.001）。一方、消極的・懐疑的環境配慮
意識、無関心・否定的環境配慮意識では
差は見られなかった。この結果は、表１
に示した日本の結果とはやや異なるが、
共通点として、無関心・否定的環境配慮
意識を除き、親の得点が学生の得点を上
回っていることが挙げられる。 

 
③大学生の環境配慮行動を規定する要因 
  学生の環境配慮行動分析は、重回帰分析 

によって行った。解析結果を図１（日本）、 
図２（韓国）に示す。 

  まず、日本の大学生について考えてみる。 
学生の環境配慮行動を促す要因となって 
いるのは、「積極的環境配慮意識」、「消費 
者教育」、「近所づきあい」であり、最も影 
響力があるのは「積極的環境配慮意識」で 
ある。この「積極的環境配慮意識」は、「生 
活関連知識」が多いほど高まる。「生活関 
連知識」は直接的な「環境配慮行動」の要 
因になってはいないが、両者には相関性が 
認められる。「近所づきあい」を促す要因 
は、親、祖父母との同居であり、家族形態 
は間接的に学生の行動に影響を及ぼして 
いる。「親との同居」と学生の行動との間 
に相関性が認められる。 

  次に、韓国の大学生について分析を行っ
た結果を図２に示す。ここでは、学生の環
境配慮行動を促す最大の要因は「親の環境
配慮行動」である。他の要因は抽出できな
かった。「生活関連知識」は学生の行動と
の間に相関性が認められた。親の行動を促
す要因は「親の生活関連知識」であり、親
の行動と「親の積極的・肯定的環境配慮意
識」との間には相関性が認められた。韓国
の大学生は、ほぼ全員が親と同居しており、
親の影響がかなり大きいと考えられる。日
本とは異なり、学生自身の環境配慮意識や
近所づきあいは、学生の環境配慮行動を促

す要因とはなっていない。 
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(2) ゲーミングの実施と評価 
   ゲームプレイ前後に行った質問紙調

査に基づき、知識・意識・行動に変化が
生じているかを分析した結果、ゲームプ
レイ後にディスカッションゲームでは
「行動」に正の効果が生じ（表３）、カ
ードゲームでは「知識」と「行動」に正
の効果が生じた（表４）。ボードゲーム
では「知識」に正の効果が生ずるととも
に「消極的環境配慮意識」が減少に転じ
た（表５）。 

   以上のことから本研究で提案する環
境配慮型ゲーミングは、生活関連知識や
環境配慮に関する意識・行動に有意な正
の効果をもたらすことが確認できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 

表２ 学生と親との比較（韓国） 

学生 親
知識 2.56 3 .19 ***

積極的意識 3.24 3 .61 ***
消極的意識 2.55 2 .69 ―

無関心 2.17 2 ―
行動 3.00 3 .43 ***

注）***　p<0.001, Ｔ検定による

平均得点
有意差注)

 

 

.403*** 生活知識

積極的意識 .326**

.426***

消費者教育 .265*

親・祖父母と同居
.465***

学生の行動

.403*** 近所づきあい .272*

親と同居
.238*

*p<.05, **p<.01, ***p<.001  

図１ 日本の大学生の行動を規定する要因 

生活知識

.349*

親の生活知識
.307*

親の行動
.607***

学生の行動

.275*

*p<.05, ***p<.001

親の積極的意識

 

図２ 韓国の大学生の行動を規定する要因 

表３ ディスカッションゲーム前後の変化

標準偏差 t 有意差

前 21.5 3.69
後 21.3 3.93
前 13.1 1.73
後 13.6 1.78
前 9.1 2.00
後 9.1 2.17
前 10.0 2.05
後 10.0 2.24
前 25.6 3.87
後 27.0 3.91

項目

知識

意識

行動

積極的

消極的

無関心

-

-

-

-

p<.05

0.27

-1.41

-0.08

0.11

-2.30

合計得点平均(N=25)

 



 
(3) まとめ  
  大学生の環境配慮行動を促すためには、
まず、消費生活と環境に関連した知識を増
やすことが必要である。この点は、家庭科
教育、消費者教育で実施することが可能だ
と思われるが、さらに重要なのは、この知
識を大学生自身の日常生活、そして家族の
日常生活と関連づけて活用することであ
る。本研究で提案した環境配慮型ゲーミン
グは、大学生の知識・意識・行動に変化を
与える効果があり、これからの環境教育の
枠組みを検討する上で有効な手法である。 
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表４ ボードゲーム前後の変化

標準偏差 t 有意差

前 20.4 4.91
後 22.8 4.74
前 13.4 1.70
後 13.5 2.23
前 8.7 1.94
後 8.2 2.31
前 8.8 1.86
後 9.4 2.53
前 25.9 4.27
後 27.1 4.74

知識

意識

積極的

消極的

無関心

p<.01

-

-

-

行動

-1.64

p<.05-2.07

合計得点平均(N=24)

-3.04

-0.49

1.31

 

表５ カードゲーム前後の変化 

標準偏差 t 有意差

前 20.3 4.83
後 22.2 3.92
前 13.6 1.96
後 12.7 2.99
前 9.8 1.74
後 8.8 2.34
前 9.8 1.84
後 9.3 1.80
前 25.6 3.87
後 26.3 4.35

無関心

行動

知識

意識

積極的

消極的

1.59 -

-1.23 -

合計得点平均(N=26)

-2.96 p<.01

1.36 -

2.69 p<.05
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